
数学５ 累積度数

出題の趣旨

不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面において、次のことができるかど

うかをみる。

・情報を分類したり整理したりすること

・累積度数の意味を理解していること

不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面では、度数分布表やヒストグラムを作

成し、データの特徴や分布の傾向を読み取り、批判的に考察し判断できるようにすることが大

切である。

本問は、累積度数の意味を理解しているかどうかをみる問題である。累積度数は、度数分布

表やヒストグラムを用いてデータの傾向を読み取る際に必要であることから出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

５ １ ９ と解答しているもの。 46.3 ◎

２ ４ と解答しているもの。 3.1

３ ０．１ と解答しているもの。 11.8

４ １０ と解答しているもの。 5.5

５ ０．２２５ と解答しているもの。 5.1

６ ５ と解答しているもの。 0.8

７ ３５又は３１ と解答しているもの。 0.8

99 上記以外の解答 15.9

０ 無解答 10.7

２．分析結果と課題

○ 正答率は 46.3％ であり、累積度数の意味の理解に課題がある。

○ 解答類型３の中には、累積度数を相対度数と捉えた生徒がいると考えられる。

○ 解答類型99の中には、「７」という解答がみられた。これは、最小の階級から２９.００秒以

上３０.００秒未満の階級までの累積度数を、最小の階級の度数と２９.００秒以上３０.００秒未満

の階級の度数の合計と捉えた生徒がいると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 累積度数の必要性と意味を理解できるようにする

データの分布の傾向を捉える活動を通して、累積度数の必要性と意味について理解できる

ように指導することが大切である。

本問を使って授業を行う際には、女子５０ｍ自由形の記録から「この大会で３０秒未満の

記録の選手に県大会出場の資格が与えられるとき、何人が県大会に出場できるか」について

累積度数を用いて考察する場面を設定することが考えられる。

具体的には、最小の階級から２９.００秒以上３０.００秒未満の階級までの度数の総和を表し

た累積度数が９人となることを表から読み取り、９人が県大会に出場できると判断できるよ

うにすることが大切である。また、累積度数と合わせて、最小の階級から各階級までの相対

度数の総和を表した累積相対度数を表にまとめ、県大会に出場できる選手の割合を調べる活

動を取り入れることも考えられる。

女子５０ｍ自由形の記録

階級（秒） 度数（人） 相対度数 累積度数（人） 累積相対度数

以上 未満

２７．００～２８．００ ３ ０．０８ ３ ０．０８

２８．００～２９．００ ２ ０．０５ ５ ０．１３

２９．００～３０．００ ４ ０．１０ ９ ０．２３

３０．００～３１．００ １１ ０．２８ ２０ ０．５０

３１．００～３２．００ ８ ０．２０ ２８ ０．７０

３２．００～３３．００ ６ ０．１５ ３４ ０．８５

３３．００～３４．００ ３ ０．０８ ３７ ０．９３

３４．００～３５．００ ３ ０．０８ ４０ １．００

合計 ４０ １．００
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○ 目的に応じて度数分布表やヒストグラム、代表値などを用いてデータの分布の傾向

を読み取ることができるようにする

不確定な事象についてデータに基づいて判断する活動を通して、目的に応じて累積度数を

用いることができるように指導することが大切である。

令和４年度【中学校】数学７(1)「コマ回し」で取り上げたように、コマＡとコマＢの二

つのコマのうち、より長い時間回るコマを選ぶために、二つのコマをそれぞれ２０回ずつ回

してコマが回った時間のデータを集め、代表値を求めたり度数分布表やヒストグラムに表し

たりしてデータの分布の傾向を読み取る活動を設定することが考えられる。その際、より長

い時間回るコマを選ぶ根拠として代表値や累積度数などの指標を用いることができるように

することが大切である。例えば、「コマＡは回った時間の短い階級の度数が大きいからコマ

Ｂを選ぶ。」といった生徒の表現を取り上げた後に、「４０秒以上４５秒未満の階級の累積度

数はコマＡが６で、コマＢが２だからコマＡの方が回る時間が短いと考えられる。だから、

コマＢを選ぶ。」と、累積度数を用いて説明することができるように指導することが考えら

れる。

コマが回った時間

階級（秒）
コマＡ コマＢ

度数（回） 累積度数（回） 度数（回） 累積度数（回）

以上 未満

２５～３０ １ １ ０ ０

３０～３５ ２ ３ ０ ０

３５～４０ ０ ３ ０ ０

４０～４５ ３ ６ ２ ２

４５～５０ ２ ８ ４ ６

５０～５５ ２ １０ ７ １３

５５～６０ ４ １４ ２ １５

６０～６５ ３ １７ ３ １８

６５～７０ １ １８ １ １９

７０～７５ １ １９ １ ２０

７５～８０ １ ２０ ０ ２０

合計 ２０ ２０
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